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主要著作：篠田武司・宇佐見耕一編『安心社会を創る―ラテン・アメリカ市民社会の

挑戦に学ぶ』新評論　2009年。
 「新興工業国の雇用と社会保障―問題の所在と分析概念―」「1990年代に

おけるアルゼンチンの労働・社会保障改革再検討―競争的コーポラティズ
ムの合意―」（宇佐見耕一編『新興工業国における雇用と社会保障』研究
双書　No.565　アジア経済研究所　2007年）。

 「アルゼンチンにおける社会扶助政策と社会運動」（宇佐見耕一編『新興工業
国の社会福祉―最低生活保障と家族福祉―』研究双書　No.548　アジア
経済研究所　2005年）。

 「アルゼンチンにおける福祉国家の変容と連続―1990年代社会保障改革の
再考―」（宇佐見耕一編『新興福祉国家論』研究双書　No.531　アジア経
済研究所　2003年）。
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所　　属：アジア経済研究所　地域研究センター副主任研究員
専　　門：南アフリカ地域研究，比較政治学
主要著作：S. Shigetomi and K. Makino eds., Protest and Social Movements in the Developing 

World, Cheltenham, UK and Northampton, MA, USA : Edward Elgar, 2009.
 「南アフリカにおける非正規雇用の増加と労働法・社会保障制度改革」（宇佐

見耕一編『新興工業国における雇用と社会保障』研究双書　No.565　アジア
経済研究所　2007年）。

畑
はた

　惠
けい

子
こ
（第 3章）　

所　　属：早稲田大学　社会科学総合学術院教授
専　　門：メキシコ近現代史
主要著作：畑惠子・山崎眞次編著『ラテンアメリカ世界のことばと文化』成文堂　2009年。
 「女性のエンパワーメントと開発―メキシコの民衆組織・NGO・政府機

関」（篠田武司・宇佐見耕一編『安心社会を創る―ラテン・アメリカ市民
社会の挑戦に学ぶ』新評論　2009年）。

 「メキシコの労働・社会保障改革―国家・労働関係の視点から」（宇佐見耕
一編『新興工業国における雇用と社会保障』研究双書　No.565　アジア経済
研究所　2007年）。
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所　　属：アジア経済研究所　地域研究センター副主任研究員
専　　門：キューバ地域研究，国際関係，比較政治学
主要著作：“Has Socialism Contributed to Gender Roles Changes? : A Comparison of Gender 

Roles in Cuba and Japan,” in Mayumi Murayama ed., Gender and Development : The 

Japanese Experience in Comparative Perspective, London : Palgrave Macmillan, 2005.
 “Cuba’s Social Policy After the Disintegration of the Soviet Union : Social 

Development as Legitimacy of the Regime and Its Economic Effectiveness,” 
Developing Economies, Vol.42, No.2, June 2004.  

 「米国の対キューバ経済制裁―ヘルムズ・バートン法成立以降の米国政府
内の議論を中心に―」（『アジア経済』41巻 9号　2000年）。
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所　　属：東京外国語大学大学院　総合国際学研究院教授
専　　門：中国（華南）地域研究，社会保障
主要著作：飯島渉・澤田ゆかり著『高まる生活リスク―社会保障と医療―』叢書・

中国的問題群10　岩波書店　2010年。
 「グローバル化のもとでの中国の社会保障政策―少子高齢化時代のソーシ

ャル・セーフティネット―」（武田康裕・丸川知雄・厳善平編『政策：現
代アジア研究 3』慶應義塾大学出版　2008年）。
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所　　属：名古屋大学大学院　環境学研究科（社会学講座）准教授。
専　　門：福祉社会学・比較社会政策論。
主要著作：「東アジアの福祉レジーム―その過去・現在・未来―」（『思想』983号 

2006年）。
 “Social Foundations of East Asian Social Policy,” The Sociological Review of 

Nagoya University, No.30, 2010.
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所　　属：信州大学　経済学部教授
専　　門：韓国の経済・社会
主要著作：岩本武和・奥和義・小倉明浩・金早雪・星野郁著『グローバル・エコノミー

（新版）』有斐閣　2008年（初版2000年）。
 “Labor and Welfare for an Advanced Economy in the Republic of Korea : A Policy 

Mix of Universalism and Neoliberalism,” in Koichi Usami ed., Non-Standard 

Employment under Globalization, IDE-JETRO, Palgrave Macmillan, 2010.
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581
現代アフリカ農村と公共圏 1980年代以降経済自由化や民主化によってサ

ブサハラ・アフリカの農村は大きく変容しつ
つある。詳細な現地調査に基づいて農村の社
会変容を公共圏の視点から読み解く。児玉由佳編 2009年　307p.　3990円

582
ポスト民主化期の台湾政治 2000年，歓喜に包まれて生まれた陳水扁政権

は，なぜ，2008年，失望にまみれて退場する
ことになったのか。台湾と東アジアにとって，
この 8年間は何だったのか。

陳水扁政権の 8年
若林正丈編 2010年　342p.　4410円

583
開発途上国と財政 途上国政府が財政改善を行うのは，なぜ困難

なのか。税制から金融政策，債務問題やガバ
ナンスなど，多様な要因と問題の所在を事
例・理論研究の双方から解明する。

歳入出，債務，ガバナンスにおける諸課題
柏原千英編 2010年　294p.　3780円

584
新興民主主義国における政党の動態と変容 多元社会の民主主義における政党の今日的状

況を多面的に解明。アジア，アフリカ，中東，
ラテンアメリカの国々を取り上げた，地域横
断的な事例研究の試み。佐藤章編 2010年　341p.　4410円

585
アジア諸国の障害者法 アジア 7カ国の障害者法の発展状況を国連障

害者権利条約に照らして考察。権利に基づく
アプローチを視点に各国における障害者の権
利確立の現状と課題を明らかにする。

法的権利の確立と課題
小林昌之編 2010年　228p.　3045円

586
国際リサイクルに関する制度変容 アジア各国の再生資源や有害廃棄物に対する

貿易規制や国際的な規制を紹介するとともに，
環境汚染の防止と資源循環の両立をめざし，
規制のあり方について論じる。小島道一編 2010年　291p.　3885円

587
メキシコのビジネスグループの進化と適応 グローバル競争の激化にもかかわらず成長を

続ける新興国のビジネスグループ。その適応
と進化のダイナミズムを，メキシコ最大手の
20ビジネスグループに探る。

その軌跡とダイナミズム
星野妙子著 2010年　243p.　3150円

588
中国の水環境保全とガバナンス 中国の水環境問題解決のために求められるガ

バナンスとは？　2007年水危機以降の太湖流
域における計画，政策，参加をめぐる新たな
展開を分析し制度構築の課題を明らかにする。

太湖流域における制度構築に向けて
大塚健司編 2010年　274p.　3570円

589
アジアの産業発展と技術者 経済発展の根幹は技術発展であり，技術発展

の主たる担い手は技術者である。本書は技術
者に焦点を当てて経済発展のメカニズムを論
じた，新しいアジア経済論の試みである。佐藤幸人編 2010年　168p.　2205円

590
中東アラブ諸国における民間部門の発展 中東アラブ諸国に共通する経済開発の課題で

ある民間部門の発展について，中東湾岸諸国
とエジプトを主な対象とし，その沿革，現状，
発展制約要因を明らかにする。土屋一樹編 2010年　218p.　2835円

591
国際資金移動と東アジア新興国の経済構造変化 金融グローバル化の進展により，東アジア新

興国も国境を越える資金移動から様々な影響
を受けている。国際資金移動の変遷と，これ
ら諸国の経済構造変化との関連を探る。国宗浩三編 2010年　378p.　4935円

592
グローバル競争に打ち勝つ低所得国 低所得国であるバングラデシュやカンボジア

は，グローバル競争に負けるしかないのだろ
うか。現代の低所得国がどのようにして経済
発展や貧困削減を遂げられるかを考える。

新時代の輸出指向開発戦略
山形辰史編 2011年　237p.　3150円

593
朝鮮社会主義経済の理想と現実 ベルリンの壁崩壊とともに「北朝鮮崩壊」論

が唱えられるようになって20年以上経った今
もしぶとく生き残っている朝鮮社会主義経済。
現地発の一次資料によって実態に迫る。

朝鮮民主主義人民共和国における産業構造と経済管理
中川雅彦著 2011年　237p.　3150円


